
東

京

電

力

福

島

原

子

力

発

電

所

事

故

調

査

委

員

会

会

議

録

十
号

平
成
二
十
四
年
七
月
五
日
(
木
曜
日
)

午
前
十

一
時
開
会


出
席
者
委

員

長

黒

川

清

君

石

橋

克

彦

君

崎
山
比
早
子
君

田

中

耕

一

君

蜂
須
賀
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子
君

参
与

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

事
故
調
査
委
員
会
事
務
局
長

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
こ
れ
ま
で
十
九
回
の
委
員
会

は
全
て
公
開
で
開
催
し
、
二
一十
八
人
の
参
考
人
に
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

第
二
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
、
延
べ
千
百
六
十
七
名
、
九
百
時
間
を
超
え
ま
し
た
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
に
、
三
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

四
百

人
を
超
え
る
被
災
さ
れ
た
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
生

の
声
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

第
四
に
、
委
員
が
、
被
災
地
十
二
市
町
村
に
訪
問
し、

事
務
局
長
(
安
生
徹
君
)
そ
れ
で
は
、
読
み
上
げ
さ
せ

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

O
第
五
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
い
た
し
ま
し
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
一
万
六

百
三
十
一二
人
の
方
に
、
ま
た
、
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

二
千
四
百
十
五
人
の
東
京
電
力
及
び
協
力
会
社
の
方
か
ら

回
答
を
得
ま
し
た
。

第
六
に
、
東
京
電
力
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
原
子

力
安
全
委
員
会
等
、
関
係
者
へ
の
資
料
請
求
件
数
は
二
千

件
を
超
え
、
徹
底
し
た
調
査
、
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
書
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
委
員
一

同
が
文
字
ど
お
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、

委
員
会
の
事
務
局

に
集
い
、
何
日
に
も
わ
た
り
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た。
乙
の
報
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
与
や
客
員
調
査
員


の
皆
様
に
も
査
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
完
成


ま
で
の
聞
に
は
、
事
務
局
や
調
査
員
の
日
夜
に
わ
た
る
協


力
が
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん。




O

委
員

一
向
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
長
(
黒
川
清
君
)
そ
れ
で
は
、
報
告
書
の
提
出
に


つ
い
て
の
審
議
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


委
員
の
皆
様
の
目
の
前
に
、
本
日
、
両
議
院
の
議
長
に


提
出
予
定
の
報
告
書
が
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。


事
前
に
お
目
通
し
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

提
出
さ
れ
る
報
告
書
は
、
報
告
書
本
編
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

含
む
参
考
資
料
、
会
議
録
、
要
約
版
、
さ
ら
に
ダ
イ
ジ
エ

O

ス
ト
版
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
皆
様
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
報
告
書
が
、
事
前

に
お
目
通
し
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
相
違
な
い
こ
と
を

ま
東すよ
京。ろ

電し
力く
福お
島取
原り
子計
力ら
発い
電の

於
参
議
院
議
員
会
館
内
講
堂

御
確
認
く
だ
さ
い
。

報
告
書
の
議
決
に
移
る
前
に
、
ま
ず
、
本
日
欠
席
さ
れ

横田楼大
山中井島

木
村

安
生

賢一
二
君

正
史
君

一二
彦
君

禎
徳
君

逸
郎
君

徹
君

て
い
る
野
村
委
員
よ
り
書
簡
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

安
生
事
務
局
長
、
あ
り
が
と
う

安
生
事
務
局
長
、
野
村
委
員
か
ら
の
書
簡
を
読
み
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会

委

員

長

黒

川

清
殿

委
員
の
野
村
で
す
。

本
日
は
委
員
会
最
終
回
と
い
う
重
要
な
日
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
授
業
の
関
係
で
出
席
で
き
ず

報
告
書
に
関
す
る
件

O
委
員
長
(
黒
川
清
君
)
そ
れ
で
は
、
東
京
電
力
福
島
原

子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
、
通
称
国
会
事
故
調
、
第

二
十
回
委
員
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
本
日
午
後

一
時
よ
り
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
両
議
院
の
議
長
へ
の
報
告
書
の
提
出
に
当
た
り
、
報

告
書
の
内
容
に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
を
行
い
、
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て
議
決
を
行
い
ま
す
。

我
々
の
委
員
会
は
、
そ
の
根
拠
法
で
あ
る
東
京
電
力
福

島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
法
に
よ
り
、
委
員
長

及
び
委
員
の
任
命
の
日
か
ら
お
お
む
ね
六
カ
月
を
目
途
と

い
た
し
ま
し
て
、
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

委
員
長
及
び
委
員
の
任
命
は
昨
年
の
十
二
月
八
日
で
し


た
の
で
、
何
と
か
六
カ
月
目
の
間
に
報
告
書
を
取
り
ま
と


め
る
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


そ
の
問
、
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
し
た
調

査
、
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
本
日
の
委
員
会
で
は
、
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て
決
議
す
る
と
事
務
局
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
。
委

員
会
の
規
程
上
、
出
席
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
足
数

や
決
議
に
関
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
日
の
意
思
決
定
は
委
員
会
と
し
て

の
最
重
要
の
意
思
決
定
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
上
、
本

書
簡
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
の
前
に
、
印
刷
さ
れ
て
き
た
報
告
書
本
編
、
参
考

資
料
、
会
議
録
、
要
約
版
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
ち
ら
五
点
を
本
日
議
長
に
提
出
す
る
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
々
が
、
何
度
も
議
論

を
重
ね
、
合
意
に
至
っ
た
報
告
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
五
点
を
議
長
に
提
出
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
私
か
ら
は
特
に
異
議
は
な
い
こ
と
を
お
知

ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
の
重
要
な
委
員
会
に
出
席
で
き
な
い
こ
と
は
大

変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
午
後
に
予
定
さ
れ
て

委
員
長
(
黒
川
清
君
)

ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
お
手
元
の
報
告
書
を
本
委
員
会
の
報
告
書

と
し
、
本
日
、
報
告
書
一
式
を
両
議
院
の
議
長
に
提
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
あ
り
〕

委
員
長
(
黒
川
清
君
)
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
、
委
員
長
に

一
任

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
を
本
日
午
後

一
時
か
ら
の
提
出
式

に
お
い
て
、
両
議
院
の
議
長
に
提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
両
議
院
の
議
長
宛
て
の
書
面
へ
の
署
名
に
移
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

順
次
、
サ
イ
ン
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
を
お
回
し
し
ま

す
の
で
、
サ
イ
ン
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
委
員
長
及
、
び
委
員
、
書
面
に
署
名
〕

委
員
長
(
黒
川
清
君
)

皆
様
、
御
署
名
は
終
わ
ら
れ
た

よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
報
告
書
提
出
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
の


で
、
本
日
午
後

一
時
よ
り
、
た
だ
い
ま
皆
様
に
署
名
い
た


だ
い
た
書
面
を
つ
け
た
上
で
、
委
員
全
員
で
提
出
式
に
臨


み
た
い
と
思
い
ま
す
。


な
お
、
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
両
議
院
議
長
へ
の
提
出


及
び
全
国
会
議
員
へ
の
配
付
の
後
、
本
日
午
後
二
時
を
目


途
に
、
当
委
員
会
の
ホ 

ム
ペ 
1

ジ
で
公
開
す
る
予
定
で


あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

午
後
七
時
か
ら
こ
の
会
場
で
記
者


会
見
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。


な
お
、
後
で
ま
た
説
明
し
ま
す
が
、
要
約
版
は
英
語
で

も
で
き
て
お
り
ま
し
て
、
英
語
版
も
当
ホ

ジ
に

O O

l

l
ム
ペ
l

い
る
提
出
式
や
記
者
会
見
に
は
出
席
す
る
予
定
で
す
。

東
京
電
力
福
島
原
子
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電
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故
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査
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会
会
議
録
第
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十
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平
成
二
十
四
年
七
月
五
日

第

委所ほ
員事ど
故 お

野調願
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十
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平
成
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十
四
年
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月
五
日

二
時
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
見
て
お
ら
れ
る
方

で
英
語
で
読
み
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
に
は
そ
れ
も
読
め

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
ま
た
、
そ
れ
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
私
ど
も
の
気
持
ち
も
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
か
ら
一
言
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

l

こ
れ
ま
で
も
お
伝
え
し
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
我
々
の

委
員
会
で
は
、
「
国
民
」
「
世
界
」
「
未
来
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
議
長
に
提
出
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す

l

が
、
こ
の
国
の
主
体
で
あ
る
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
報
告
書
を

ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
報
告
書

l

は
、
こ
の
後
の
議
長
へ
の
提
出
に
よ
り
、
議
長
を
初
め
と

す
る
、
国
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
国
会
議
員
の
皆
様
に
託

さ
れ
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
御
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
国
民
の
皆
様
の
後
押
し
が
重

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
「
世
界
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
本
報
告
書

を
世
界
に
も
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
本
日
、

報
告
書
一
式
を
ホ 

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
の
と
同
時

に
、
英
語
の
要
約
版
に
つ
い
て
も
ホ 

ム
ペ 

ジ
に
お
い

て
公
開
し
、
在
外
公
館
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
等
に
配
付
し
ま

す
。
ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
は
順
次
英
訳
を
進
め
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
未
来
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
未
来
に
向


け
た
提
言
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
提
言
を

一
歩
一


歩
着
実
に
実
行
し
、
不
断
の
改
革
の
努
力
を
尽
く
す
こ
と


こ
そ
が
、
国
民
か
ら
未
来
を
託
さ
れ
た
国
会
議
員
、
国
権


の
最
高
機
関
た
る
国
会
及
び
国
民
一
人
一
人
の
使
命
で
あ


る
と
当
委
員
会
は
確
信
し
ま
す
。
報
告
書
を
議
長
に
提
出


す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
の
調
査
活
動
は
終
了
し
、
本
報


告
書
は
、
今
後
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
託
さ
れ
ま
す
の


で
、
こ
の
後
の
報
告
書
提
出
式
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
提


言
を
国
会
に
お
い
て
御
検
討
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
願
い


し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。


最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
委
員
会
の
調
査
に
協

力
、
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
憲
政
史
上
初
め
て

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日
印
刷

の
、
国
会
に
お
け
る
民
間
人
に
よ
る
事
故
調
査
委
員
会
の

誕
生
に
力
を
注
ぎ
、
調
査
期
間
中
、
当
委
員
会
の
独
立
性

に
格
段
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
立
法
府
の
方
々
に
心
か

ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
一
日
も
早
く

日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
我
々
の
報
告
書
が
少
し
で
も
被
災
さ
れ

た
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
祈
念
し
、
閉
会
の
辞
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
本
日
の
委
員
会
は
こ
れ
に
て
散
会
と
い
た

し
ま
す
。

午
前
十
一

時
十
四
分
散
会

平
成
二
十
四
年
七
月
十
一
日
発
行

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
事
務
局

印
刷
者

国
立
印
刷
局 
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